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第４学年　理科学習指導案
に組　男子19名　女子19名　計38名
指　導　者　　　　藤　﨑　博　隆

１　単　　元　　水のすがたとゆくえ
２　単元について

 (1)  単元の位置とねらい

子どもたちは，これまでに，日なたと日陰の地面の様子を比較しながら調べる学習を通して，日
光の当たり方と地面の様子には関係があることをとらえてきている。また，生活においては，冷凍
庫の氷や寒い日の霜や雪，洗濯物の乾燥等，水の状態変化に関する様々な現象に触れる中で，それ
らの現象には，水の性質や温度変化が関係しているという見方や考え方ができつつある。

そこで，本単元では，水の姿の変化が起こる様子について興味・関心をもって追究する活動を通
して，自然蒸発や結露を水の状態変化と関係付けたり，水を熱した際の水蒸気の存在や水を冷やし
て氷になった際の体積の増加を温度の変化と関係付けて考える能力を育てる。そして，水は自然の
中で循環しているといった見方や考え方をもつことができるようにすることをねらいとしている。

なお，ここでの学習は，天気の変化は，雲の量や動きと関係しており，季節によっておおまかな
きまりがあるといった天気の変化の仕方についての見方や考え方や物質の状態変化と熱との関係及
び融点や沸点についての見方や考え方を養う学習へと発展していく。

（2）指導の基本的な立場

身近にあふれており，「万物の根源は水である」などと表現されるように，生物が生命を維持するために
決して欠かすことのできない水は，雨や雪，氷，水蒸気など様々な姿で私たちの身の回りに存在している。
これは，運動エネルギーをもつ水分子同士の結び付きの強さが，温度や圧力などによって変化することで，
水の状態が液体や固体，気体に変化することに由来するものである。このような水の状態変化は，蒸発や
結露など日常生活で見られる現象であるとともに，地球表面全体という広大な空間の中で行われ，様々な
気象現象をもたらしているものである。

そこで，本単元の展開に当たっては，水の状態変化について温度変化や体積変化に着目して調べさせたり，
洗濯物の乾燥や窓の結露などの身の回りの現象を水の状態変化と関係付けながら説明させることが大切で
ある。これらを通して，水は常に自分たちの回りに存在していることをとらえさせ，温度などとの関係で
姿を変えているという相互性の視点をもたせながら，自然界の仕組みの巧みさや壮大さに気付かせること
が大切である。

具体的には，まず，自然界では水面や地面などから水が蒸発していることをとらえさせるために，水た
まりなどの水の行方について予想し，水量が減少することを定量的に調べる活動を設定する。また，あら
ゆる場所の空気をビニル袋に集めて冷やすと，その内側に水滴が付くことから，空気中に蒸発した水が水
蒸気として存在していることや，冷やすと結露して再び水になって現れることがあることをとらえさせる。
次に，水を加熱し続けたり，寒剤で冷やし続けたりしたときの水の様子を調べる活動を通して，水が温度
によって状態を変化させることをとらえさせる。その際，沸騰した水の中から盛んに出る泡の正体について，

考えの根拠を明確にさせながら予想や仮説について話し合わせ，実験方法や結果への見通しを明確にさせ

る学び合いの場を設定する。また，水が凍ったことで破損した容器を提示し，その理由を話し合うことに
より，水が氷になるときの体積変化にも着目させ，水の体積の変化について定量的に調べる活動を行わせる。
そして，地球全体の水の循環について，水の状態変化に地上から上空までの温度変化を関係付けながら考
えさせ，雲発生のモデル実験を行うことで空気中の水蒸気が冷やされて雲になり，雨となって降ることで
水が循環していることをとらえさせていく。

これらの学習を通して，批判的に思考することを繰り返しながら，変化とその要因を関係付ける能力を高
めるとともに，水の状態が変わることについて多面的・総合的に考える力を高めることができる。また，身
の回りにある様々な物から水が蒸発し，温度との関係で姿を変えたりしながら常に循環しているという見方
や考え方ができる。さらに，その見方や考え方を基に，生活の中で目にしている水を見直すことで，身の回
りで，水が状態を変化しながら常に存在しているということを実感を伴ってとらえることができるようになる。

− 36 −



理
　
科

（3） 子どもの実態（調査人数38名，質問紙法，表－1は重複回答，主な項のみ記入，数字は人数）

 　

本学級の子どもたちは，表－１から，水の性質，構造や水を温めたときの変化を追究することに
興味，関心をもっている。これは，水は常に身近にあり，透明で形を変えながら存在しているため，
その性質や構造，熱を加えた際の変化について調べてみたりしたいという意欲が高まっているため
であると考える。表－２と表－３から，沸騰すると水が蒸発するということを知っているが，空気
中に水が存在していないと考えている子どもが多くいることがわかる。これは，普段の経験の中で
時間が経つと水が減ったり，なくなったりする現象を見ているが，その後の水のゆくえは雲から雨
が降ってくる現象と関係があると考え，空気中には存在せず，上空の雲になってしまうと考えたこ
とによると考える。表－４と表－５から，水が姿を変えた水蒸気は，水面から出てくるととらえて
おり，また，湯気を水蒸気と考えていることがわかる。これは，身の回りで水中から泡が出ている
現象として目にしているのが，水槽で飼っている魚用のエアポンプによる空気の泡であり，湯気を
触って手がぬれた経験から水が姿を変えたものであるととらえているからであると考える。表－６
から，事象が変化する要因を抽出することができてる子どもが多いことが分かる。これは，３年生
の学習を通して二つの事象の差異点を複数の観点から見いだし，それが要因だと判断することがで
きるようになってきているからだと考える。

(4)　 指導上の留意点

身近な現象を基に水の自然蒸発や結露について捉えた自然のきまりを基盤の知識とした上で，加
熱による水の状態変化を一連のつながりでとらえたり，自分の周りにある空気を新たな視点でとら
えさせるために，水が沸騰していたやかんの中身が空になった原因について水の変化をたどりなが
ら水の状態変化を考えるプロジェクトを設定する。
ア　身の回りの様々な物から水が蒸発していることに気付かせるために，水がなくなったり，水量

が減ったりする現象を見た経験を基にして，水の自然蒸発について予想や仮説を立てさせ，水が
入ったビーカーのおおいの有無による水量の変化やおおいにつく水滴の変化を比較して調べさせ
ていく。次に，空気中に水蒸気が存在することをとらえさえるために，様々な場所の空気をビニ
ル袋に集めて冷やし，袋の内側に結露する様子を観察させる。

イ　沸騰した泡から湯気が水蒸気として見えなくなるまでを一連の水の状態変化としてとらえさせ
るために，加熱したやかんの中の水が無くなっていく過程について，湯気が見えなくなった先の
空気中に水蒸気が存在しているという既習内容を基に予想や仮説を立てさせる。次に，水が状態
を変化させていることをとらえさせるために，湯気が水滴になっていく様子や泡を集めた袋の中
に水がたまる様子を温度と関係付けながら調べさせていく。その際，空気の泡と加熱した水の泡

を比較し，その違いを基に水の状態変化を明らかにする学び合いの場を設定する。

ウ　水がある一定の温度になると氷へと状態が変わり，体積が増えることをとらえさせるために，
氷に変わることで容器が破損した原因を水の様子と温度変化を関係付けながら調べさせていく。

エ　自分たちの周りで水の循環がおこっていることに気付かせ，自分たちが，周りの環境とつなが
りがあることを意識した態度を育てるために，雲発生実験を行い，地上から上空までの温度変化
を関係付けて屋内での水循環モデルを適用させ，地球全体の水の循環を考えさせる。
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３　目　　標　
（1）　水が自然蒸発したり，空気中の水蒸気が水に変わったりすることや水が温度によって状態を変

えることについて，興味・関心をもって意欲的に調べ，自分と水とのかかわりに生かそうとする
ことができる。

（2）　水の状態変化に蒸発や温度の変化を関係付けて考えたことを，図や言葉を使って表現すること
ができる。

（3）　水の状態変化を調べ，記録したり表やグラフに表したりすることができる。
（4）　水は水蒸気になって空気中に含まれるとともに，結露して再び水になって現れることから，水

は循環していることや，水は温度によって水蒸気や氷に変わることを説明できる。
４　指導計画（全14時間）

(

閉じ込めた空気を冷やすと袋の内側に水滴が付
いたよ。水蒸気が冷やされて水に戻ったんだね。

○ 加熱による水の状態変化を調べる
意欲を高めるために，加熱したやか
んの水が無くなっていく現象を提示
し，「やかんの水は消えてしまったの
かな。」と問う。そして，水が無くな
るまでの過程の予想を比較した話合
いにより，根拠が不明確であること
に気付かせる。

○ 泡が水蒸気であることを水温変化
　と関係付けてとらえさせるために，
　膨らみ始めた袋と泡を集めて消化し
　た後の袋の様子を比較する際の「袋
　の膨らみ」「水滴の有無」の観点に気
　付かせる学び合いの場を設定する。
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 ５　本　　時（９／ 14時）
（1）目　標

沸騰した泡の正体について，沸騰中の泡を集めた袋と加熱をやめた後の袋の様子を比較し，温度
の変化を関係付けて調べる活動を通して，水の温度が高くなり，沸騰した時に水の中から出てくる
泡は，水が姿を変えた水蒸気であることを説明することができる。

（2）本時の展開に当たって

水を加熱すると水蒸気の泡が生じ，空気中に出ていくことをとらえさせるために，まず，「見通す」
過程で，沸騰した泡の正体について空気であるという立場と水蒸気である立場を明確にさせ，その
根拠を問う。その際，見た目や水についての既習内容を観点として批判的に思考しながら根拠ある

予想や仮説をもたせる学び合いの場を設定する。次に，袋の中が密着している傘袋を教材として用
い，泡を集めた際の結果を膨らみの変化や袋内の水滴の有無の観点から具体的に問い，「吟味する」
過程において，事実を基に互いの予想や仮説を批判的に振り返ることができる視点をもたせる。

（3）実　際

(

閉じ込めた空気を冷やすと袋の内側に水滴が付
いたよ。水蒸気が冷やされて水に戻ったんだね。

○ 加熱による水の状態変化を調べる
意欲を高めるために，加熱したやか
んの水が無くなっていく現象を提示
し，「やかんの水は消えてしまったの
かな。」と問う。そして，水が無くな
るまでの過程の予想を比較した話合
いにより，根拠が不明確であること
に気付かせる。

○ 泡が水蒸気であることを水温変化
　と関係付けてとらえさせるために，
　膨らみ始めた袋と泡を集めて消化し
　た後の袋の様子を比較する際の「袋
　の膨らみ」「水滴の有無」の観点に気
　付かせる学び合いの場を設定する。
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。
○ 泡の正体が水蒸気であるとい

う予想の根拠に水の状態変化を
関係付けさせるために，「泡の
正体が空気ではないということ
は，水のどんなきまりから考え
たのかな。」と発問する。

○ 互いの予想や仮説の妥当性を
吟味させるために，互いの予想
や仮説の差異点や共通点を話し
合わせる。
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